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荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
│
│
『
初
午
の
日
記
』・『
後
午
の
日
記
』
の
道
程
│
│
雲
岡
梓
は
じ
め
に
伊
勢
の
女
流
文
学
者
荒
木
田
麗
女
（
一
七
三
二
〜
一
八
〇
六
）
は
、
和
文
に
優
れ
、
歴
史
物
語
作
者
と
し
て
有
名
で
あ
っ
は
つ
う
ま
た
。
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
成
立
の
『
初
午
の
日
記
』
は
、
同
年
二
月
九
日
か
ら
四
月
一
八
日
に
か
け
て
、
麗
女
が
夫
の
家
雅
・
従
者
と
と
も
に
現
在
の
滋
賀
・
京
都
・
大
阪
・
奈
良
・
和
歌
山
・
兵
庫
を
旅
し
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
の
六
十
八
日
間
の
旅
で
麗
女
が
歩
い
た
行
程
を
、（
図
１
）
に
赤
線
で
示
し
た
。
こ
の
時
麗
女
は
四
十
六
歳
、
家
雅
は
五
十
四
で
あ
っ
た
。
の
ち
の
う
ま
『
後
午
の
日
記
』
は
、『
初
午
の
日
記
』
の
旅
の
五
年
後
、
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
二
月
一
五
日
か
ら
同
年
三
月
一
〇
日
に
か
図 1
二
五
け
て
、
京
都
・
兵
庫
・
奈
良
を
旅
し
た
際
の
紀
行
文
で
あ
る
。
こ
の
二
十
六
日
間
の
旅
で
麗
女
が
歩
い
た
行
程
は
、
（
図
２
）
の
赤
線
部
分
で
あ
る
。
こ
の
時
は
従
者
も
連
れ
ず
、
夫
と
二
人
だ
け
の
旅
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
麗
女
は
五
十
一
歳
、
家
雅
は
五
十
九
歳
で
あ
る
。
両
書
に
は
立
ち
寄
っ
た
土
地
で
の
体
験
が
和
文
体
で
綴
ら
れ
、
各
地
で
詠
ま
れ
た
和
歌
・
発
句
・
漢
詩
が
収
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
各
地
の
文
人
と
の
交
流
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
麗
女
の
交
友
関
係
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
初
午
の
日
記
』・
『
後
午
の
日
記
』
の
旅
の
道
程
や
面
会
し
た
文
人
、
道
中
に
詠
ま
れ
た
韻
文
を
一
覧
表
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
旅
の
全
体
像
や
麗
女
の
交
友
関
係
を
概
観
し
た
い
。
一
、『
初
午
の
日
記
』
『
初
午
の
日
記
』
の
旅
の
動
機
は
、
冒
頭
部
に
「
た
ゞ
夫
な
る
人
の
、
浪
華
の
方
に
お
も
む
き
給
へ
る
、
い
そ
ぎ
の
や
う
に
聞
え
な
す
物
か
ら
、（
略
）
い
と
い
た
う
や
つ
し
て
、
二
月
九
日
い
で
き
た
る
」
と
記
さ
れ
る
。
麗
女
の
夫
の
慶
徳
家
雅
は
伊
勢
神
宮
外
宮
御
師
で
あ
る
が
、
家
雅
が
お
そ
ら
く
職
務
上
の
用
件
で
難
波
に
赴
く
必
要
性
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
名
所
旧
跡
の
見
物
と
寺
社
参
詣
、
そ
し 図 2
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
二
六
て
各
地
の
文
人
と
の
交
流
の
た
め
の
旅
を
決
行
し
た
と
推
測
で
き
る
。
作
中
に
は
面
会
し
た
人
物
や
通
過
点
、
天
候
等
、
旅
の
詳
細
に
つ
い
て
事
細
か
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
歌
・
漢
詩
・
発
句
に
は
、
道
中
の
景
物
に
託
し
て
麗
女
の
心
情
が
詠
み
込
ま
れ
る
。
冒
頭
で
旅
の
装
い
に
つ
い
て
、「
今
日
よ
り
は
ひ
た
ぶ
る
の
旅
装
し
て
、
菅
の
小
笠
う
ち
か
づ
き
、
ち
ひ
さ
き
硯
み
じ
か
き
筆
な
ど
、
袋
に
入
れ
て
首
に
か
け
た
り
」
と
描
写
さ
れ
、
ま
た
文
中
の
詩
歌
の
後
に
「
例
の
懐
は
な
さ
ぬ
筆
取
出
て
か
き
つ
く
」
等
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
麗
女
が
『
初
午
の
日
記
』
執
筆
の
た
め
に
道
中
ま
め
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。『
初
午
の
日
記
』
は
、
こ
う
し
た
備
忘
録
に
基
づ
い
た
、
実
体
験
に
忠
実
な
紀
行
文
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、『
初
午
の
日
記
』
の
旅
に
お
け
る
都
合
六
十
八
日
間
の
旅
程
の
経
由
地
・
面
会
者
・
道
中
詠
等
を
一
覧
表
に
ま
と
め
た
。
な
お
、
『
初
午
の
日
記
』
本
文
は
古
谷
知
新
氏
編
『
江
戸
時
代
女
流
文
学
全
集
』（
文
藝
書
院
、
一
九
一
八
年
）
に
拠
っ
た
。
天
気
は
麗
女
が
日
記
中
に
記
し
た
も
の
を
記
載
し
、
記
載
が
な
い
場
合
は
「
不
明
」
と
し
た
。『
初
午
の
日
記
』、『
後
午
の
日
記
』
両
書
を
通
し
て
、
天
候
は
日
々
の
記
録
と
し
て
几
帳
面
に
記
す
の
で
は
な
く
、
情
景
描
写
の
一
環
と
し
て
「
今
日
は
こ
と
に
日
影
も
は
れ
 

し
う
」、「
日
は
は
れ
な
が
ら
、
山
々
は
う
ち
霞
み
た
り
」、「
昼
つ
か
た
よ
り
雨
そ
ゝ
ぎ
出
づ
る
に
、
山
々
の
子
規
は
、
げ
に
声
を
し
ま
ぬ
ば
か
り
な
り
」
の
よ
う
に
文
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
天
気
に
関
す
る
記
述
の
な
い
日
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
経
由
地
の
名
称
は
、
麗
女
の
記
述
を
適
宜
現
在
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。
ま
た
、
寺
社
名
等
を
「
多
賀
の
宮
」
↓
「
多
賀
大
社
」
の
よ
う
に
、
一
部
一
般
的
な
名
称
に
改
め
た
。
な
お
、
近
く
を
通
過
し
た
の
み
で
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
名
所
・
旧
跡
は
表
に
含
め
て
い
な
い
。
日
付
・
天
気
経
由
地
面
会
者
道
中
詠
二
月
九
日
（
不
明
）
自
宅
を
出
発
。
豊
宮
川
・
祓
川
・
串
田
。
松
阪
に
宿
泊
。
奥
田
三
角
・
赤
須
真
人
川
水
の
流
れ
わ
か
る
ゝ
今
朝
し
も
ぞ
き
し
の
柳
の
目
に
か
ゝ
り
ぬ
る
二
月
一
〇
日
（
雨
）
阿
野
津
。
く
ぼ
た
に
宿
泊
。
お
ほ
ひ
羽
も
た
へ
ず
な
り
行
く
春
雨
に
な
き
た
つ
雁
の
声
も
し
を
れ
ぬ
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
二
七
二
月
一
一
日
（
晴
）
関
川
・
筆
捨
山
・
鈴
鹿
山
。
土
山
に
宿
泊
。
古
来
佳
賞
地
遍
入
万
人
看
今
日
松
風
裏
無
常
俗
眼
寒
・
い
に
し
へ
の
花
の
跡
と
て
こ
れ
も
ま
た
ふ
り
す
て
が
た
き
梅
の
下
か
げ
・
行
き
な
や
む
道
の
ぬ
か
り
は
旅
人
の
え
も
過
ぎ
や
ら
ぬ
関
に
ぞ
あ
り
け
る
二
月
一
二
日
（
雨
）
か
ひ
か
げ
の
駅
・
石
原
・
岡
本
・
布
引
の
山
。
八
日
市
に
宿
泊
。
琴
の
音
に
こ
れ
も
や
か
よ
ふ
丸
木
橋
下
に
な
が
る
ゝ
山
か
は
の
水
・
春
雨
を
へ
だ
つ
る
梅
の
花
笠
も
に
ほ
ひ
ば
か
り
は
な
ほ
ぞ
も
り
け
る
・
夕
が
ほ
か
と
ば
か
り
白
き
軒
の
む
め
・
佐
保
姫
の
ふ
で
の
た
く
み
も
浅
か
ら
ぬ
霞
の
う
つ
す
山
 

の
色
・
と
ふ
里
の
名
を
む
つ
ま
し
み
草
枕
こ
よ
ひ
は
た
び
の
宿
と
や
は
み
る
二
月
一
三
日
（
晴
）
愛
知
川
の
駅
・
高
宮
・
多
賀
大
社
。
彦
根
に
宿
泊
。
白
雪
の
か
ゝ
る
に
つ
け
て
伊
吹
山
高
き
そ
の
名
ぞ
あ
ら
は
れ
に
け
る
・
浅
み
ど
り
霞
め
る
色
を
目
に
か
け
て
雲
井
に
あ
ふ
ぐ
山
ぞ
は
る
け
き
二
月
一
四
日
（
不
明
）
彦
根
に
滞
在
。
海
老
江
某
・
龍
世
華
二
月
一
五
日
（
雨
）
彦
根
に
滞
在
。
大
洞
・
つ
く
ま
江
・
龍
潭
寺
・
清
涼
寺
野
村
東
皐
・
龍
世
華
山
上
宝
宮
石
磴
遐
夕
陽
斜
挂
払
烟
霞
波
平
清
眺
砂
汀
暖
湖
色
映
来
風
景
加
・
春
風
の
か
ゝ
る
海
辺
を
い
か
で
か
は
み
る
め
な
ぎ
さ
と
人
の
い
ふ
ら
ん
・
大
湖
春
色
晩
風
収
群
鳥
扁
舟
共
任
流
極
目
長
洲
漂
眇
際
煙
波
千
里
意
悠
々
二
月
一
六
日
（
曇
）
彦
根
を
出
発
。
高
宮
・
愛
知
川
。
武
佐
の
駅
に
宿
泊
。
龍
世
華
・
野
村
東
皐
お
と
に
の
み
聞
き
わ
た
り
つ
る
春
の
色
を
今
日
こ
そ
さ
や
に
み
づ
う
み
の
波
二
月
一
七
日
（
雨
）
守
山
・
草
津
・
瀬
田
の
唐
橋
・
打
出
の
浜
。
大
津
に
宿
泊
。
宇
野
醴
泉
客
路
遥
分
曙
色
明
松
風
吹
送
遠
鶏
声
山
村
野
水
行
廻
首
残
月
纔
加
遊
子
情
・
眼
路
雲
煙
尽
眇
茫

野
間
阿
房
疑
再
出
突
兀
万
里
山
・
こ
ゝ
ろ
あ
り
て
曇
り
や
す
ら
ん
鏡
山
旅
に
や
つ
れ
し
影
を
見
せ
じ
と
二
月
一
八
日
（
雨
）
京
に
入
る
。
白
河
・
三
条
・
誓
願
寺
・
京
極
・
御
所
。
江
村
北
海
宅
に
宿
泊
。（
北
海
は
留
守
）
清
田
龍
川
年
月
を
へ
だ
て
し
関
も
け
ふ
は
又
み
や
こ
に
か
よ
ふ
道
と
な
り
ぬ
る
二
月
一
九
日
（
不
明
）
京
に
滞
在
。
龍
草
廬
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
二
八
二
月
二
〇
日
（
曇
）
京
に
滞
在
。
好
風
千
里
帝
王
州
梅
柳
参
差
紫
陌
頭
幽
鳥
一
辞
寒
谷
裏
初
看
韶
景
異
山
邱
二
月
二
一
日
（
雨
）
京
に
滞
在
。
小
松
谷
・
大
谷
・
清
水
寺
・
音
羽
山
・
八
坂
神
社
・
祇
園
・
二
軒
茶
屋
龍
草
廬
年
を
経
て
か
は
ら
ぬ
松
の
お
と
は
山
み
し
世
を
か
た
る
友
に
ぞ
あ
り
け
る
・
よ
り
て
見
る
人
の
老
さ
へ
さ
や
か
に
て
か
す
み
も
か
け
ぬ
滝
の
し
ら
い
と
二
月
二
二
日
（
雨
）
京
に
滞
在
。
二
月
二
三
日
（
雨
）
京
に
滞
在
。
二
月
二
四
日
（
不
明
）
京
に
滞
在
。
知
恩
院
・
長
楽
寺
・
丸
山
・
大
谷
寺
・
双
林
寺
・
西
行
、
平
康
頼
の
塚
・
祇
園
社
二
月
二
五
日
（
不
明
）
京
に
滞
在
。
北
野
天
満
宮
・
平
野
神
社
・
紙
屋
川
ち
る
楳
の
香
は
飛
あ
が
る
神
が
き
に
む
か
し
を
の
こ
す
春
風
ぞ
ふ
く
・
松
が
枝
に
か
ゝ
る
霞
も
ひ
ま
そ
ひ
て
春
の
色
さ
へ
か
み
さ
び
に
け
り
・
か
み
や
川
た
え
ぬ
流
は
水
茎
の
跡
せ
き
と
め
し
名
に
こ
そ
あ
り
け
れ
二
月
二
六
日
（
不
明
）
京
に
滞
在
。
嵯
峨
・
妙
心
寺
・
仁
和
寺
・
鳴
滝
・
広
沢
の
池
・
大
覚
寺
・
名
古
曽
の
滝
跡
・
大
沢
の
池
・
清
涼
寺
・
小
倉
山
・
二
尊
院
・
祇
王
寺
・
野
々
宮
神
社
・
天
龍
寺
・
亀
山
・
亀
山
院
御
陵
・
嵐
山
・
大
堰
川
・
法
輪
寺
・
常
盤
宏
道
禅
師
春
あ
さ
き
か
す
み
は
消
え
て
山
か
ぜ
の
こ
ゑ
ぞ
な
が
る
ゝ
鳴
滝
の
水
・
は
な
ち
け
ん
人
は
影
見
ぬ
池
水
に
た
え
ず
な
れ
け
る
を
し
ど
り
の
声
・
瀑
泉
声
息
幾
星
霜
名
跡
猶
存
田
舎
傍
唯
有
山
鶯
弄
歌
曲
風
煙
蕭
索
自
愁
傷
・
ふ
り
に
け
る
名
を
の
み
と
め
し
春
の
池
は
植
ゑ
ぬ
に
生
ふ
る
岸
の
若
草
・
仄
逕
相
求
西
嶺
春
樵
夫
指
点
旧
 
真
徘
徊
此
日
堪
傷
意
亭
外
老
松
摧
作
薪
・
松
か
ぜ
や
時
雨
を
の
こ
す
春
の
山
・
説
法
台
辺
松
樹
蒼
天
龍
一
化
護
霊
場
欄
前
況
有
山
河
美
漸
以
苦
吟
難
得
章
帝
王
遺
跡
俯
崔
嵬
山
象
霊
亀
気
色
開
宿
昔
繁
華
何
足
道
千
年
不
改
梵
王
台
・
お
ほ
ゐ
川
名
に
お
ふ
花
は
ま
だ
し
く
て
い
か
だ
に
春
の
風
ぞ
な
が
る
ゝ
・
と
ふ
宿
は
は
る
も
と
き
は
の
ふ
か
み
ど
り
松
と
竹
と
を
里
の
し
る
べ
に
二
月
二
七
日
（
晴
）
京
に
滞
在
。
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
二
九
二
月
二
八
日
（
晴
の
ち
雨
）
京
に
滞
在
。
相
国
寺
・
詩
仙
堂
・
銀
閣
寺
・
吉
田
神
社
蕉
中
禅
師
・
維
明
禅
師
い
か
に
せ
ん
し
ば
し
立
寄
る
木
の
本
は
花
さ
へ
雨
と
と
も
に
降
り
ぬ
る
・
心
あ
ら
ば
い
た
く
な
降
り
そ
旅
人
の
そ
で
ほ
し
わ
ぶ
る
頃
の
は
る
さ
め
・
年
を
経
て
く
も
ら
ぬ
池
の
鏡
に
は
む
か
し
の
か
げ
ぞ
さ
や
か
な
り
け
る
二
月
二
九
日
（
不
明
）
京
に
滞
在
。
三
月
一
日
（
晴
）
京
を
出
発
。
東
福
寺
・
通
天
橋
・
稲
荷
山
・
藤
森
・
御
香
神
社
。
伏
見
に
宿
泊
。
清
田
龍
川
糸
た
る
ゝ
御
寺
の
花
は
ふ
る
さ
と
の
春
の
に
ほ
ひ
も
か
け
て
し
れ
と
や
・
桃
林
霽
色
遍
芳
菲
灼
々
煙
霞
映
晩
暉
行
愛
東
風
流
数
里
清
香
散
入
路
人
衣
・
詣
で
よ
る
神
の
御
名
さ
へ
か
ぐ
は
し
き
花
ぞ
宮
居
の
し
る
し
な
り
け
る
・
は
な
 

の
色
を
あ
ら
そ
ふ
伏
見
山
に
し
き
は
春
の
み
や
こ
の
み
か
は
・
駅
亭
遅
日
霽
瀲
灔
照
前
川
望
眇
山
煙
裏
歩
留
花
木
辺
濁
醪
偏
引
興
苦
茗
轉
消
眠
唯
為
欠
同
賞
風
光
不
作
篇
三
月
二
日
（
晴
）
淀
の
渡
・
石
清
水
八
幡
宮
・
橋
本
・
水
無
瀬
殿
・
山
崎
の
八
幡
宮
・
宝
寺
・
渚
院
跡
・
交
野
・
禁
野
。
天
河
原
に
宿
泊
。
さ
す
舟
も
八
十
島
か
く
る
心
地
し
て
か
す
ま
ぬ
な
み
に
浮
ぶ
山


・
さ
す
棹
の
し
づ
く
に
波
の
は
な
ち
り
て
河
瀬
に
は
る
の
風
ぞ
の
ど
け
き
・
千
年
皇
廟
肅
崔
嵬
遥
裂
連
山
石
路
開
回
望
東
西
心
欲
惑
白
雲
緑
水
照
眸
来
・
渡
頭
煙
景
眇
旅
客
望
回
風
坐
覚
浮
滄
海
遠
帆
入
碧
空
・
柳
塢
梅
村
路
幾
程
長
堤
行
尽
日
西
傾
軽
帆
影
遠
煙
波
穏
帰
雁
声
残
入
客
情
・
そ
の
か
み
に
た
え
て
桜
の
言
の
葉
は
か
ゝ
り
し
末
の
世
を
や
し
り
け
ん
・
狩
り
く
ら
す
道
な
ら
な
く
に
た
ど
り
来
て
天
の
河
原
に
や
ど
を
と
ひ
ぬ
る
三
月
三
日
（
不
明
）
佐
太
・
天
満
天
神
・
来
迎
寺
。
難
波
に
宿
泊
。
天
満
天
神
の
聖
川
波
の
い
ろ
も
わ
か
れ
て
か
す
み
さ
へ
ひ
ま
し
ら
み
ゆ
く
春
の
あ
け
ぼ
の
・
客
路
晴
風
望
不
迷
傍
流
数
里
上
長
堤
三
竿
旭
日
懸
煙
渚
白
鷺
分
明
緑
水
西
・
桃
花
照
路
報
佳
辰
放
客
初
驚
上
巳
新
遥
想
東
山
高
興
好
駅
亭
酤
醉
一
杯
春
・
は
る
か
ぜ
や
花
は
む
か
し
の
神
の
梅
三
月
四
日
（
雨
）
難
波
に
滞
在
。
三
月
五
日
（
晴
）
難
波
に
滞
在
。
頼
春
水
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
〇
三
月
六
日
（
不
明
）
難
波
に
滞
在
。
三
月
七
日
（
不
明
）
難
波
を
出
発
。
生
玉
神
社
・
藤
原
家
隆
の
碑
・
天
王
寺
・
庚
申
堂
・
阿
倍
野
・
松
虫
塚
・
経
塚
・
播
磨
塚
・
小
町
塚
・
北
畠
中
納
言
の
墓
・
住
吉
・
住
吉
大
社
。
堺
に
宿
泊
。
言
の
葉
の
絶
え
せ
ぬ
道
を
尋
ね
ず
ば
い
か
で
む
か
し
の
跡
を
見
ま
し
や
・
草
逕
未
埋
数
尺
墳
龍
門
原
上
隔
埃
氛
松
風
一
灑
千
年
涙
金
玉
声
残
多
少
文
・
野
外
古
碑
緑
草
中
英
声
已
息
起
松
風
耕
人
莫
怪
頻
廻
顧
堕
涙
一
傷
鴻
業
空
・
年
を
へ
て
ふ
た
ゝ
び
あ
ふ
ぐ
神
垣
や
か
は
ら
ぬ
松
を
く
ち
ぬ
ち
ぎ
り
に
・
立
ち
な
れ
し
春
や
む
か
し
の
面
か
げ
を
か
す
み
に
の
こ
す
淡
路
し
ま
山
三
月
八
日
（
晴
）
堺
を
出
発
。
石
津
に
宿
泊
。
住
吉
も
ち
か
き
な
ぎ
さ
と
し
ら
波
の
か
ゝ
る
う
み
べ
の
春
の
な
が
め
に
三
月
九
日
（
曇
の
ち
雨
）
石
津
を
出
発
。
堺
・
一
つ
屋
村
・
阿
保
親
王
の
墓
。
藤
井
寺
に
宿
泊
。
い
つ
の
世
に
た
が
一
つ
屋
と
名
付
け
ん
軒
を
な
ら
ぶ
る
里
と
見
つ
る
を
三
月
一
〇
日
（
雨
）
道
明
寺
・
八
幡
宮
・
大
黒
堂
・
壷
井
・
通
法
寺
・
観
音
堂
・
源
頼
信
、
義
家
、
頼
義
の
塚
・
聖
徳
太
子
の
古
跡
・
岩
屋
・
葛
城
の
峰
・
二
上
山
・
当
麻
寺
。
新
庄
の
駅
に
宿
泊
。
八
百
年
の
な
ほ
あ
ま
り
あ
る
春
風
を
い
ま
も
つ
た
へ
し
老
松
の
こ
ゑ
・
菜
花
春
遍
出
林
塘
黄
緑
遶
村
煙
景
長
蛟
蝶
翮
々
追
客
路
軽
衣
露
湿
着
清
香
・
春
雨
銜
松
樹
 
原
靄
晩
風
頻
傷
前
路
眇
挙
首
望
飛
鴻
三
月
一
一
日
（
雨
の
ち
晴
）
巨
勢
・
と
さ
・
高
取
城
・
壺
坂
・
比
蘇
・
世
尊
寺
・
吉
野
川
・
六
田
・
吉
野
山
・
水
分
山
・
薬
師
堂
・
黒
門
鳥
居
・
蔵
王
堂
・
吉
水
院
。
吉
野
山
に
宿
泊
。
曙
の
色
わ
か
れ
行
く
山
か
づ
ら
か
ゝ
る
を
は
る
の
す
が
た
と
ぞ
見
る
・
覓
芳
春
樹
裏
一
路
入
山
隈
曙
色
随
行
朗
雲
煙
次
第
開
・
為
傷
春
色
老
日
苦
雨
声
斜
強
入
南
山
路
値
人
先
問
花
・
行
き
な
や
む
山
路
に
咲
け
る
す
み
れ
草
つ
か
る
ゝ
ひ
と
に
一
夜
宿
か
せ
・
来
て
み
よ
と
は
な
の
名
ち
ら
す
芳
野
山
・
麓
に
は
散
る
と
も
よ
し
や
芳
野
山
お
く
あ
る
は
な
を
た
づ
ね
て
も
見
ん
・
ち
る
花
の
ふ
す
ま
を
風
の
き
す
る
や
と
春
の
木
蔭
に
た
び
ね
を
ぞ
す
る
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
一
三
月
一
二
日
（
不
明
）
竹
林
院
・
世
尊
寺
・
勝
手
宮
・
子
守
の
宮
・
奥
の
院
・
西
行
庵
・
後
醍
醐
天
皇
陵
・
如
意
輪
寺
・
吉
野
川
。
土
田
に
宿
泊
。
そ
の
名
さ
へ
世
々
に
絶
え
せ
ぬ
苔
清
水
み
ど
り
を
お
の
が
春
の
色
に
て
・
塵
の
世
を
へ
だ
つ
る
花
の
白
雲
に
お
も
ひ
い
り
に
し
宿
ぞ
し
ら
る
ゝ
・
遠
近
の
谷
に
お
り
ゐ
る
し
ら
く
も
は
木
の
間
の
花
の
よ
そ
め
な
り
け
り
・
曽
卜
南
山
芳
野
名
莫
言
春
老
減
清
英
雨
余
猶
有
残
花
美
処
々
好
風
遍
晩
晴
・
春
老
南
山
路
花
狂
乱
夕
陽
蝶
飛
添
白
片
鶯
轉
散
清
香
宜
奪
竹
林
興
何
裁
桂
樹
章
経
過
総
勝
跡
未
減
旧
風
光
・
吹
き
ま
よ
ふ
風
に
た
ま
ら
で
散
る
雪
に
笠
の
端
か
を
る
花
の
し
た
み
ち
・
散
る
花
を
ふ
み
わ
け
帰
る
た
び
ゝ
と
に
か
ぜ
こ
そ
は
る
の
錦
き
せ
つ
れ
三
月
一
三
日
（
不
明
）
あ
た
・
五
条
・
寄
足
・
待
乳
山
・
橋
本
・
粉
河
寺
。
明
寺
村
に
宿
泊
。
行
く
人
の
立
寄
る
あ
し
を
い
つ
よ
り
か
か
ゝ
る
御
寺
の
名
と
は
な
し
け
ん
・
は
る
ぐ
さ
も
人
や
待
乳
の
山
な
ら
ん
を
み
な
へ
し
に
も
色
の
か
よ
へ
る
三
月
一
四
日
（
雨
）
粉
川
寺
・
観
音
堂
・
楊
柳
井
・
根
津
寺
。
磐
手
の
里
に
宿
泊
。
客
路
減
春
寒
雨
懸
雲
間
僅
現
遠
山
嶺
菜
花
繚
乱
飛
原
上
黄
緑
綴
珠
朝
露
円
・
た
び
衣
ぬ
れ
そ
ふ
は
な
の
し
づ
く
さ
へ
今
日
は
一
味
の
雨
と
こ
そ
し
れ
・
松
陰
の
草
の
ま
く
ら
は
斧
の
え
の
朽
ち
し
と
こ
ろ
に
や
ど
や
と
ひ
け
ん
・
一
宿
駅
亭
河
水
潯
老
松
遮
雨
翠
森
々
曽
聞
封
爵
千
年
事
今
日
頼
憑
偃
蓋
深
三
月
一
五
日
（
雨
）
日
前
の
宮
・
紀
三
井
寺
・
和
歌
の
浦
・
妹
背
山
・
玉
津
島
神
社
。
和
歌
山
に
宿
泊
。
と
ふ
里
の
垣
ね
に
咲
け
る
山
吹
は
こ
た
へ
ぬ
い
ろ
ぞ
こ
た
へ
な
り
け
る
・
春
雨
の
か
ゝ
る
日
い
か
に
管
蓑
を
こ
ろ
も
の
せ
き
と
た
の
ま
ざ
り
せ
ば
・
見
る
ひ
と
の
心
も
爰
に
よ
る
波
の
お
と
か
す
み
行
く
う
ら
の
ゆ
ふ
な
ぎ
・
こ
ゝ
ろ
あ
れ
や
し
ば
し
な
が
め
も
春
の
江
の
霞
の
ひ
ま
を
わ
た
る
浦
舟
・
め
ぐ
み
あ
り
て
今
日
こ
そ
み
つ
れ
玉
津
島
霞
へ
だ
て
ぬ
春
の
い
り
え
を
・
わ
か
の
浦
や
波
も
霞
に
た
ち
か
へ
て
み
る
め
た
え
ゆ
く
春
の
ゆ
ふ
ぐ
れ
・
風
帆
開
積
霧
萍
水
任
長
流
身
比
天
涯
雁
情
親
海
上
鷗
逍
遥
千
里
近
睥
睨
万
峯
悠
漫
欲
窺
銀
漢
無
意
訪
女
牛
・
こ
ぎ
出
し
舟
路
は
波
の
は
る
 

と
千
さ
と
を
か
く
る
心
地
こ
そ
す
れ
三
月
一
六
日
（
晴
）
紀
の
川
・
山
口
。
山
中
の
里
に
宿
泊
。
伊
藤
蘭
嵎
駅
路
雨
乾
午
日
新
客
衣
芬
郁
好
風
頻
紫
藤
花
下
旗
亭
裏
一
盞
春
光
醉
幾
人
・
た
つ
か
弓
春
の
水
瀬
に
よ
る
波
は
な
ほ
し
ら
鳥
の
い
ろ
を
の
こ
せ
る
・
山
水
の
な
が
れ
に
む
す
ぶ
く
さ
ま
く
ら
一
夜
ば
か
り
も
心
す
み
け
り
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
二
三
月
一
七
日
（
晴
）
樫
井
・
蟻
通
明
神
・
貝
塚
・
岸
和
田
・
大
津
・
下
石
津
村
。
上
石
津
村
に
宿
泊
。
鳥
の
音
を
は
る
け
き
道
に
聞
捨
て
ゝ
月
に
と
も
な
ふ
野
辺
の
た
び
人
・
三
月
花
開
簱
玉
塵
悠
揚
蛟
蝶
媚
芳
辰
春
山
最
好
誇
行
楽
処
々
東
風
遍
醉
人
三
月
一
八
日
（
晴
）
堺
・
住
吉
・
大
江
岸
・
茶
臼
山
・
一
心
寺
・
安
井
天
満
宮
。
難
波
に
宿
泊
。
し
ら
浪
の
よ
せ
し
岸
根
も
い
つ
の
ま
に
う
ね
 

青
き
麦
の
生
ふ
ら
ん
・
さ
き
つ
ぐ
を
神
も
や
め
で
し
梅
さ
く
ら
三
月
一
九
日
（
不
明
）
難
波
に
滞
在
。
三
月
二
〇
日
（
不
明
）
難
波
に
滞
在
。
五
百
羅
漢
の
御
堂
・
野
田
葛
子
琴
か
げ
な
び
く
こ
や
ね
の
藤
の
春
の
色
を
う
つ
し
て
仰
ぐ
神
垣
の
は
な
三
月
二
一
日
（
晴
）
難
波
を
出
発
。
曽
根
崎
天
神
・
梅
田
・
尼
崎
・
難
波
村
。
今
喜
多
村
に
宿
泊
。
陰
し
め
て
つ
く
れ
る
宿
は
玉
松
の
春
の
ひ
か
り
も
よ
ろ
づ
代
ま
で
に
三
月
二
二
日
（
晴
）
今
喜
多
村
に
滞
在
。
郊
村
晴
望
趣
尤
真
門
対
田
園
長
富
春
終
日
閑
吟
招
隠
賦
淹
留
偏
喜
伴
松
筠
三
月
二
三
日
（
晴
）
西
宮
・
西
宮
神
社
・
芦
屋
・
む
は
ら
住
吉
・
御
影
浜
・
印
南
野
・
三
犬
女
の
浦
・
敏
馬
神
社
・
生
田
川
・
湊
川
・
楠
正
成
の
墓
、
碑
・
兵
庫
・
経
ケ
島
・
築
島
寺
・
和
田
岬
。
兵
庫
に
宿
泊
。
海
近
き
西
の
宮
居
に
咲
く
花
は
な
み
の
し
ら
ゆ
ふ
か
く
る
と
ぞ
見
る
・
浦
波
の
よ
る
こ
そ
あ
ら
め
芦
屋
が
た
し
ほ
の
ひ
る
ま
も
風
の
涼
し
き
・
こ
ゝ
も
ま
た
な
が
め
は
春
の
海
辺
と
て
あ
と
と
ゞ
め
け
ん
住
吉
の
神
・
浦
波
の
立
寄
る
人
し
た
え
ぬ
世
に
い
か
で
み
ぬ
め
の
名
を
伝
ふ
ら
ん
・
咲
く
花
も
道
さ
ま
た
げ
の
名
を
し
め
て
と
へ
ど
生
田
の
杜
に
匂
へ
る
・
千
古
高
墳
田
野
東
名
声
不
譲
蜀
都
雄
両
朝
独
募
保
城
策
一
代
全
懷
報
告
忠
鶴
去
松
陰
春
色
寂
龍
蔵
潭
水
晩
煙
蒙
訪
人
総
拭
満
襟
涙
強
見
孤
碑
緑
草
中
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
三
三
月
二
四
日
（
晴
）
平
清
盛
墓
・
福
原
庄
・
須
磨
寺
・
関
屋
・
在
原
行
平
古
跡
・
一
の
谷
・
平
敦
盛
墓
・
菅
原
道
真
古
跡
・
舞
子
浜
・
仲
哀
天
皇
陵
・
明
石
人
麻
呂
神
社
・
大
蔵
谷
天
満
宮
・
平
忠
度
墓
。
長
池
に
宿
泊
。
す
ゝ
舟
や
今
も
よ
り
け
ん
鳴
く
雉
子
・
花
ち
り
て
春
は
老
ぬ
る
木
の
本
に
若
葉
ぞ
い
ま
も
名
を
と
ゞ
め
け
る
・
あ
れ
は
て
し
関
屋
に
残
る
松
風
に
通
ふ
は
波
の
音
に
ぞ
あ
り
け
る
・
綱
手
縄
引
と
め
が
た
き
そ
の
か
み
の
わ
か
れ
の
跡
ぞ
絶
え
ず
残
れ
る
・
朝
霧
の
お
も
か
げ
の
こ
す
夕
が
す
み
か
ゝ
る
を
今
も
神
や
め
づ
ら
ん
三
月
二
五
日
（
不
明
）
野
口
・
刀
多
・
鶴
林
寺
・
尾
上
の
鐘
・
相
生
の
松
・
高
砂
・
飾
磨
の
里
・
加
古
の
駅
・
曽
根
の
松
。
姫
路
に
宿
泊
。
一
株
霊
樹
簱
青
煙
培
植
慇
懃
期
万
年
花
木
只
今
春
色
老
依
然
秀
質
廟
堂
前
三
月
二
六
日
（
晴
）
広
峰
・
い
や
高
山
・
増
井
・
春
日
野
村
。
法
華
寺
恵
教
坊
に
宿
泊
。
山
中
人
語
絶
雲
外
聴
笙
声
知
是
遊
仙
地
松
風
送
鳳
鳴
・
は
る
 

と
分
け
の
ぼ
り
に
し
し
る
し
あ
り
て
仰
ぐ
光
も
い
や
た
か
の
山
・
谷
水
に
浮
世
の
あ
か
を
す
ゝ
ぎ
つ
ゝ
し
ば
し
濁
れ
る
か
げ
も
は
づ
か
し
・
勝
地
遥
尋
千
仭
岡
松
根
石
骨
路
羊
腸
鳥
声
度
谷
晴
嵐
静
風
景
裂
眸
及
遠
彊
・
わ
か
草
の
や
が
て
も
萌
ゆ
る
春
の
日
は
さ
し
て
し
ら
る
ゝ
春
日
野
の
里
・
千
年
精
舎
澗
流
潯
路
入
林
巒
新
樹
深
閑
寂
偏
耳
無
俗
趣
唯
聞
石
水
雅
琴
音
・
青
柳
の
い
ろ
こ
そ
あ
ら
め
さ
く
ら
さ
へ
朽
木
も
花
の
は
る
に
あ
ひ
ぬ
る
・
投
宿
山
中
仏
棲
白
雲
緑
水
遶
簷
流
上
方
半
夜
経
声
響
転
洗
塵
心
来
枕
頭
三
月
二
七
日
（
曇
）
社
の
里
・
三
草
。
林
某
宅
宿
泊
。
林
某
・
野
上
某
三
月
二
八
日
（
雨
）
三
草
に
滞
在
。
野
上
某
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
四
三
月
二
九
日
（
晴
）
三
草
に
滞
在
。
山
国
村
・
妙
仙
寺
・
三
草
侯
墓
・
瀧
野
。
野
上
某
宅
に
宿
泊
。
林
某
・
野
上
某
か
ら
に
し
き
紐
と
く
松
の
下
つ
ゝ
じ
夕
日
も
春
の
い
ろ
に
う
つ
り
ぬ
・
七
年
の
春
の
か
す
み
を
わ
け
て
来
て
月
の
い
り
に
し
跡
を
と
ひ
つ
る
・
よ
し
や
世
の
春
こ
そ
つ
き
め
山
寺
の
御
法
の
花
は
う
つ
り
や
は
す
る
・
数
里
飛
簾
玉
来
霞
釣
捲
尽
石
崔
嵬
春
深
却
覚
寒
風
急
檻
外
雪
涛
起
晩
雷
・
春
の
み
や
越
ゆ
る
と
思
は
ん
旅
人
も
お
な
じ
名
残
の
あ
か
つ
き
の
鐘
四
月
一
日
（
不
明
）
三
草
を
出
発
。
天
神
・
毘
沙
門
の
里
・
竹
原
の
駅
。
道
場
川
原
の
里
に
宿
泊
。
野
上
某
白
妙
は
雪
に
や
か
へ
す
衣
が
へ
・
咲
く
花
は
昨
日
の
ま
ゝ
の
春
の
色
を
夏
に
か
ゝ
る
と
思
ひ
や
は
す
る
・
朝
市
鶯
花
今
日
稀
山
中
四
月
最
芳
菲
遊
行
恰
似
尋
仙
境
初
覚
変
哀
世
事
非
四
月
二
日
（
不
明
）
有
馬
山
・
三
輪
の
神
を
祭
る
神
社
・
薬
師
如
来
の
御
堂
・
松
坂
・
中
山
寺
・
観
音
堂
・
満
願
寺
・
藤
原
仲
光
の
墓
。
多
田
に
宿
泊
。
主
人
強
莫
歎
山
店
食
無
魚
此
対
群
芳
美
一
杯
歓
有
余
四
月
三
日
（
晴
）
池
田
・
本
庄
・
浜
の
寺
。
難
波
に
宿
泊
。
風
さ
む
み
衣
か
へ
う
き
空
な
れ
や
山
は
か
す
み
の
な
ほ
か
ゝ
り
ぬ
る
四
月
四
日
（
不
明
）
難
波
に
滞
在
。
四
月
五
日
（
不
明
）
難
波
に
滞
在
。
天
神
橋
林
某
・
細
合
半
斎
浪
速
客
居
江
水
東
長
橋
高
掛
現
浮
虹
怪
看
来
往
通
朝
市
此
地
却
疑
近
月
宮
四
月
六
日
（
不
明
）
難
波
に
滞
在
。
四
月
七
日
（
曇
の
ち
雨
）
難
波
に
滞
在
。
岡
魯
庵
・
木
村
蒹
葭
堂
関
外
南
薫
千
里
新
怪
萍
適
倚
浪
華
津
淹
留
莫
怪
誇
臨
水
連
夜
小
棲
明
月
臻
四
月
八
日
（
不
明
）
難
波
に
滞
在
。
森
蘭
斎
小
楼
暮
色
対
晴
川
帰
掉
歌
高
入
遠
天
開
扇
斜
陽
搖
細
浪
佳
人
双
照
綺
羅
鮮
・
さ
す
舟
の
心
に
の
り
し
川
づ
ら
は
世
を
う
み
わ
た
る
道
と
し
も
な
し
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
五
四
月
九
日
（
不
明
）
難
波
を
出
発
。
玉
造
・
河
内
路
・
深
江
の
里
・
木
村
重
成
の
墓
・
山
口
侯
の
墓
・
花
園
の
里
。
松
原
の
駅
に
宿
泊
。
宿
昔
延
津
気
躍
龍
没
水
煙
英
風
残
古
木
声
与
旧
愁
纏
四
月
一
〇
日
（
曇
）
大
和
路
・
小
倉
山
・
く
ら
が
り
峠
・
富
の
小
川
。
う
す
村
に
宿
泊
。
か
り
そ
め
に
き
つ
と
思
ふ
を
月
日
さ
へ
は
る
か
に
な
り
ぬ
旅
の
衣
手
・
名
も
し
る
き
山
子
規
あ
ま
雲
の
よ
そ
に
は
つ
げ
ぬ
は
つ
音
を
ぞ
き
く
・
か
た
ら
は
ゞ
山
路
く
ら
さ
ん
ほ
と
ゝ
ぎ
す
・
今
の
世
の
に
ご
り
に
し
ま
ぬ
川
水
を
た
え
せ
ぬ
の
り
の
流
と
ぞ
し
る
・
い
ま
さ
ら
に
何
す
く
は
ま
し
う
ろ
く
づ
の
浮
ぶ
は
法
の
流
な
ら
ず
や
四
月
一
一
日
（
晴
時
々
雨
）
砂
茶
屋
・
西
大
寺
・
さ
ら
し
村
・
法
華
寺
・
神
功
皇
后
御
陵
・
不
退
寺
・
在
原
業
平
古
跡
・
奈
良
・
聖
武
天
皇
御
陵
・
東
大
寺
・
八
幡
宮
・
二
月
堂
・
若
草
山
麓
・
春
日
野
・
水
尾
・
春
日
大
社
・
興
福
寺
・
南
円
堂
。
岡
村
邦
高
宅
に
宿
泊
。
岡
村
邦
高
・
永
谷
宗
定
か
ら
衣
は
る
か
な
る
世
の
面
影
を
う
つ
し
て
水
に
咲
く
か
き
つ
ば
た
・
山
風
蕭
索
梵
王
城
千
歳
纔
存
不
退
名
変
化
可
知
楊
柳
色
只
看
松
樹
翠
光
明
・
春
日
野
の
露
の
め
ぐ
み
に
旅
ご
ろ
も
程
な
き
袖
の
か
く
も
う
る
ほ
ふ
四
月
一
二
日
（
不
明
）
奈
良
に
滞
在
。
篁
鶴
陵
・
永
谷
宗
定
・
大
東
延
樹
・
富
田
光
知
連
歌
会
張
行
。
四
月
一
三
日
（
晴
）
奈
良
に
滞
在
。
猿
沢
の
池
・
興
福
寺
南
大
門
・
元
興
寺
。
永
谷
宗
定
・
大
東
延
樹
・
富
田
光
知
連
歌
会
張
行
。
四
月
一
四
日
（
雨
の
ち
晴
）
雲
井
坂
・
轟
の
橋
・
東
大
寺
・
般
若
寺
・
加
茂
の
里
・
木
津
川
・
笠
置
。
天
河
原
に
宿
泊
。
岡
村
邦
高
・
篁
鶴
陵
・
永
谷
宗
定
帰
る
さ
の
か
ざ
し
に
さ
ゝ
ば
八
重
桜
に
し
き
に
ま
さ
る
色
や
見
え
ま
し
・
春
霞
わ
け
て
い
で
し
を
立
ち
か
へ
る
そ
ら
に
は
夏
の
雲
ぞ
た
な
び
く
・
旅
人
の
わ
ぶ
と
も
し
ら
で
ほ
と
ゝ
ぎ
す
お
ち
く
る
声
の
雨
を
誘
へ
る
・
旅
人
に
こ
ゝ
ろ
や
つ
く
す
ほ
と
ゝ
ぎ
す
・
蜀
魄
山
雲
裏
声
随
暮
雨
飛
頻
驚
孤
枕
夢
遠
客
一
沾
衣
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
六
麗
女
は
道
中
に
和
歌
百
二
首
、
漢
詩
四
十
七
篇
、
発
句
十
句
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
旅
の
途
中
面
会
し
た
人
物
で
名
前
が
記
さ
れ
る
の
は
、
以
下
の
二
十
六
人
で
あ
る
。
な
お
、
人
名
は
麗
女
の
表
記
に
従
い
、
一
般
的
な
呼
び
名
を
括
弧
内
に
記
し
た
。
生
没
年
は
『
人
物
物
故
大
年
表
日
本
人
編
Ⅰ
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
）
に
拠
る
。
奥
田
三
角
儒
学
者
・
漢
詩
人
。
一
七
〇
三
〜
一
七
八
三
。
津
藩
儒
官
。
赤
須
真
人
真
台
寺
住
職
・
漢
詩
人
。
一
七
一
六
〜
一
七
八
八
。
松
阪
の
真
台
寺
四
代
目
住
職
。
海
老
江
某
詳
細
不
明
。
彦
根
の
文
人
。
龍
草
廬
儒
学
者
・
漢
詩
人
。
一
七
一
五
〜
一
七
九
二
。
幽
蘭
社
を
開
く
。
彦
根
藩
儒
官
。
龍
世
華
儒
学
者
。
一
七
五
一
〜
一
八
二
二
。
草
廬
の
子
。
彦
根
藩
儒
官
。
野
村
東
皐
儒
学
者
・
漢
詩
人
。
一
七
一
七
〜
一
七
八
四
。
近
江
の
人
。
宇
野
醴
泉
儒
学
者
。
一
七
二
二
〜
一
七
七
九
。
近
江
の
人
。
四
月
一
五
日
（
雨
の
ち
晴
）
島
ヶ
原
・
上
野
・
山
田
。
平
松
の
里
に
宿
泊
。
山
々
夏
木
翠
雲
連
陰
雨
霏
々
逐
杜
鵑
客
舎
今
朝
帰
思
切
数
声
啼
破
族
人
眠
・
ふ
る
雨
を
五
月
の
空
に
ま
が
へ
て
や
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
声
も
を
し
ま
ぬ
四
月
一
六
日
（
晴
の
ち
雨
）
長
野
三
軒
茶
屋
・
日
置
の
里
・
久
居
・
月
本
・
六
軒
。
松
阪
に
宿
泊
。
さ
や
か
な
る
声
に
鳴
く
な
り
さ
し
の
ぼ
る
日
か
げ
に
き
ほ
ふ
山
郭
公
・
こ
ゑ
の
色
を
染
む
る
な
が
れ
や
子
規
・
日
数
へ
て
か
へ
る
さ
に
と
ふ
里
の
名
は
旅
に
ひ
さ
ゐ
と
人
ぞ
答
ふ
る
・
野
外
残
芳
尽
松
間
躑
躅
紅
晩
霞
村
外
火
照
路
耀
晴
風
四
月
一
七
日
（
雨
）
櫛
田
奥
田
三
角
四
月
一
八
日
（
雨
の
ち
晴
）
宮
川
。
帰
宅
。
故
郷
の
は
な
は
あ
と
さ
へ
夏
の
色
も
ま
づ
め
に
か
ゝ
る
み
ね
の
白
雲
・
た
び
衣
た
ち
か
へ
り
ぬ
る
夏
の
色
を
河
瀬
の
波
に
か
け
て
こ
そ
し
れ
・
か
げ
高
き
峯
の
一
木
は
旅
人
を
待
つ
し
る
し
と
も
今
日
こ
そ
は
見
れ
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
七
清
田
龍
川
儒
学
者
・
漢
詩
人
。
一
七
四
七
〜
一
八
〇
八
。
江
村
北
海
の
第
三
子
。
宏
道
禅
師
詳
細
不
明
。
天
龍
寺
僧
侶
。
蕉
中
禅
師
（
大
典
顕
常
）
漢
詩
人
。
一
七
一
九
〜
一
八
〇
一
。
相
国
寺
一
一
三
世
。
伊
藤
若
冲
の
支
援
者
。
維
明
禅
師
（
維
明
周
奎
）
画
家
。
一
七
三
一
〜
一
八
〇
八
。
相
国
寺
一
一
五
世
。
伊
藤
若
冲
に
画
を
学
ぶ
。
天
満
天
神
の
聖
詳
細
不
明
。
大
坂
天
満
宮
の
僧
。
頼
千
秋
（
頼
春
水
）
儒
学
者
・
漢
詩
人
。
一
七
四
六
〜
一
八
一
六
。
片
山
北
海
門
。
伊
藤
蘭
嵎
儒
学
者
。
一
六
九
四
〜
一
七
七
八
。
伊
藤
仁
斎
の
五
男
。
葛
子
琴
漢
詩
人
・
医
家
。
一
七
三
九
〜
一
七
八
四
。
大
坂
の
人
。
林
某
詳
細
不
明
。
三
草
の
人
。
野
上
某
詳
細
不
明
。
三
草
の
人
。
合
離
先
生
（
細
合
半
斎
）
儒
学
者
・
書
家
・
漢
詩
人
。
一
七
二
七
〜
一
八
〇
三
。
菅
甘
谷
門
。
元
鳳
先
生
（
岡
魯
庵
）
儒
学
者
・
漢
詩
人
。
一
七
三
七
〜
一
七
八
七
。
大
坂
の
人
。
木
村
蒹
葭
堂
本
草
家
・
文
人
。
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
。
森
蘭
斎
画
家
・
医
家
。
一
七
三
一
〜
一
八
〇
一
。
加
賀
藩
御
用
絵
師
。
岡
村
邦
高
連
歌
作
者
。
奈
良
の
人
。
永
谷
宗
定
奈
良
の
人
。
儒
医
で
連
歌
作
者
の
林
田
宗
定
と
同
一
人
物
か
。
篁
鶴
陵
漢
詩
人
・
連
歌
作
者
。
奈
良
の
人
。
大
東
延
樹
連
歌
作
者
。
春
日
大
社
神
官
。
富
田
光
知
連
歌
作
者
。
春
日
大
社
神
官
。
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
八
麗
女
は
こ
れ
ら
の
人
々
を
積
極
的
に
訪
問
し
、「
唐
倭
の
興
あ
る
物
が
た
り
」
に
時
を
移
し
、
歌
文
を
遣
り
取
り
し
て
い
る
。
こ
の
旅
の
動
機
の
一
端
が
、
各
地
の
文
人
と
の
交
流
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
二
、『
後
午
の
日
記
』
こ
の
旅
の
目
的
は
、
冒
頭
部
に
「
す
ゞ
ろ
に
い
に
し
へ
の
忍
ば
し
さ
に
、
心
も
う
き
立
ち
て
、（
略
）
俄
に
旅
立
つ
べ
う
に
て
な
ん
」
と
記
さ
れ
る
。
今
回
は
何
ら
か
の
用
事
に
よ
っ
て
旅
に
出
る
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
単
に
名
所
旧
跡
を
巡
る
た
め
の
旅
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
旅
の
装
い
に
つ
い
て
、「
従
者
を
も
具
せ
ず
、
人
と
我
と
只
二
人
に
て
、
身
に
添
ふ
る
物
も
な
く
、
人
は
わ
づ
か
に
小
さ
き
硯
・
紙
・
筆
ど
も
袋
に
入
れ
て
も
た
る
。
み
づ
か
ら
も
袋
を
前
に
か
け
て
、
つ
げ
の
小
ぐ
し
・
鏡
・
た
ゝ
う
が
み
、
糸
・
針
・
た
き
物
な
ど
入
れ
た
り
」
と
描
写
さ
れ
る
。
筆
記
用
具
を
持
ち
歩
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
も
や
は
り
紀
行
文
執
筆
の
た
め
に
道
中
メ
モ
を
取
っ
て
い
た
と
思
し
い
。『
後
午
の
日
記
』
の
旅
に
お
け
る
計
二
十
六
日
間
の
旅
程
の
経
由
地
・
面
会
者
・
収
録
歌
は
以
下
で
あ
る
。
な
お
、『
後
午
の
日
記
』
本
文
も
、
前
掲
の
古
谷
知
新
氏
編
『
江
戸
時
代
女
流
文
学
全
集
』
に
拠
る
。
日
付
・
天
気
経
由
地
面
会
者
道
中
詠
二
月
一
五
日
（
晴
）
自
宅
を
出
発
。
豊
宮
川
・
か
ら
す
崎
。
安
濃
津
に
宿
泊
。
松
原
に
か
げ
有
明
は
春
も
な
し
・
板
橋
や
春
さ
へ
と
む
る
霜
の
跡
・
風
ぞ
も
る
霞
は
網
を
春
の
山
・
浜
松
や
み
ど
り
を
春
の
風
の
色
・
波
の
花
は
春
と
て
白
し
か
ら
す
崎
二
月
一
六
日
（
不
明
）
筆
捨
山
。
鈴
鹿
山
麓
。
坂
に
宿
泊
。
岩
ほ
さ
へ
き
さ
ら
ぎ
寒
し
峯
の
雲
・
佐
保
姫
に
衣
か
ら
ば
や
旅
の
道
・
ひ
ゞ
き
来
て
か
り
ね
の
夢
や
あ
ら
ふ
ら
ん
た
き
つ
な
が
れ
の
山
河
の
水
・
た
び
ゝ
と
も
さ
こ
そ
や
ど
ら
め
月
影
を
か
け
て
ま
つ
て
ふ
宿
の
梅
が
え
二
月
一
七
日
（
晴
の
ち
雨
）
鈴
鹿
山
。
石
部
の
里
に
宿
泊
。
梅
が
香
に
又
あ
く
が
る
ゝ
旅
ご
ろ
も
む
か
し
に
か
へ
す
袖
の
は
る
か
ぜ
・
榊
葉
の
日
や
ふ
る
さ
と
の
春
の
色
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
三
九
二
月
一
八
日
（
晴
）
横
田
川
・
勢
多
の
橋
・
比
良
の
山
・
膳
所
・
桃
源
院
・
杳
看
亭
・
打
出
の
浜
・
辛
崎
の
松
・
日
吉
神
社
。
坂
下
に
宿
泊
。
花
な
ら
ぬ
比
良
の
吹
雪
に
春
も
な
し
・
に
ほ
の
海
や
杳
に
見
よ
と
薄
霞
・
行
舟
や
か
げ
遠
方
に
帰
る
雁
・
春
の
色
を
若
葉
や
波
に
流
蘆
・
春
ふ
か
し
霞
も
色
の
ひ
と
つ
松
二
月
一
九
日
（
晴
時
々
雪
）
山
中
越
・
志
賀
の
里
・
白
河
村
・
三
条
・
鴨
川
。
京
の
龍
草
廬
宅
に
宿
泊
。
龍
草
廬
今
も
ま
た
花
の
し
る
べ
の
は
る
か
ぜ
に
梅
が
香
と
む
る
志
賀
の
や
ま
ご
え
・
淡
雪
に
か
つ
ち
る
花
の
お
も
か
げ
を
か
ね
て
ぞ
み
す
る
志
賀
の
や
ま
ご
え
・
二
月
の
花
の
吹
雪
か
ひ
え
颪
・
た
に
が
は
に
な
が
る
ゝ
水
の
お
と
冴
え
て
春
さ
へ
き
ゆ
る
滝
の
し
ら
あ
わ
・
花
さ
か
ば
や
す
ら
ふ
山
と
し
づ
の
を
が
か
ね
て
さ
く
ら
の
陰
な
ら
す
ら
し
・
春
風
の
し
が
ら
み
も
な
し
雪
の
波
・
常
盤
木
に
陰
を
な
ら
べ
て
花
は
ま
だ
木
の
芽
ぞ
は
る
の
い
ろ
を
わ
き
け
る
・
こ
ゝ
ろ
す
む
月
を
し
る
べ
に
加
茂
河
や
遠
き
な
が
れ
を
た
づ
ね
て
ぞ
と
ふ
二
月
二
〇
日
（
雨
）
東
寺
・
四
塚
・
山
崎
・
向
日
明
神
。
芥
河
に
宿
泊
。
龍
草
廬
神
垣
や
む
か
ふ
日
そ
れ
と
春
霞
二
月
二
一
日
（
雨
）
古
曽
部
の
里
・
郡
山
の
駅
・
瀬
川
の
駅
・
棚
橋
・
細
小
川
。
小
浜
に
宿
泊
。
あ
く
た
が
は
わ
た
り
を
い
そ
ぐ
旅
人
も
ゆ
く
さ
き
と
ほ
き
道
ぞ
し
ら
る
ゝ
・
か
す
み
つ
ゝ
ふ
り
来
る
雨
に
尋
ぬ
べ
き
宿
の
こ
ず
ゑ
も
見
え
ず
な
り
ぬ
る
・
分
侘
び
ぬ
草
の
露
け
き
春
の
雨
・
雨
か
け
て
消
え
せ
ぬ
雪
や
庭
の
梅
二
月
二
二
日
（
晴
）
竹
原
に
宿
泊
。
山
祇
や
め
で
ゝ
た
ゝ
へ
し
春
の
水
・
河
水
や
か
す
ま
で
残
す
雨
の
声
・
や
ま
ひ
め
の
む
す
ぶ
し
づ
く
か
底
清
き
谷
の
な
が
れ
の
し
ば
し
に
ご
れ
る
二
月
二
三
日
（
晴
）
三
草
の
山
中
に
宿
泊
。
道
遠
し
越
ゆ
る
山
は
た
八
重
霞
・
と
は
ゞ
や
と
お
も
ひ
た
ゝ
ず
ば
春
霞
か
さ
な
る
や
ま
を
い
か
で
越
え
ま
し
二
月
二
四
日
（
不
明
）
家
雅
の
急
病
に
よ
り
、
同
じ
山
中
の
宿
に
逗
留
。
二
月
二
五
日
（
雨
）
同
じ
山
中
の
宿
に
逗
留
。
咲
継
げ
と
雨
や
や
し
な
ふ
梅
桜
二
月
二
六
日
（
不
明
）
こ
の
日
の
記
事
な
し
。
同
じ
宿
に
逗
留
か
。
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
四
〇
二
月
二
七
日
（
不
明
）
家
雅
回
復
。
同
じ
宿
に
逗
留
。
一
の
瀬
川
・
千
鳥
橋
・
三
草
川
。
な
が
れ
行
く
石
ま
に
な
み
の
は
な
ち
り
て
春
を
三
草
の
か
は
か
ぜ
ぞ
吹
く
・
今
日
ぞ
み
つ
か
ゝ
る
岩
ね
の
松
の
春
・
は
る
か
ぜ
の
お
と
を
杵
歌
や
水
車
・
か
は
み
づ
の
あ
は
れ
も
ふ
か
し
旅
ま
く
ら
む
す
ぶ
三
草
の
春
の
あ
け
ぼ
の
・
音
た
え
ぬ
河
瀬
の
な
み
を
う
き
ま
く
ら
浮
寝
は
ゆ
め
も
ゆ
る
さ
ざ
り
け
り
二
月
二
八
日
（
不
明
）
三
草
を
出
発
。
奥
谷
村
・
法
光
寺
。
沖
村
に
宿
泊
。
二
月
二
九
日
（
晴
の
ち
雨
）
丹
生
の
山
田
。
兵
庫
に
宿
泊
。
世
の
春
に
う
つ
ら
ぬ
色
よ
峯
の
松
・
ま
つ
ふ
か
み
つ
む
年
も
い
く
春
霞
・
さ
と
い
づ
こ
山
に
立
ち
そ
ふ
雲
霞
・
松
ふ
か
し
春
の
み
ど
り
も
百
重
山
・
草
ま
く
ら
む
す
び
も
と
め
ぬ
旅
人
の
う
き
か
ず
 

は
い
か
ゞ
か
た
ら
ん
二
月
三
〇
日
（
雨
）
同
じ
宿
に
逗
留
。
宿
の
主
人
、
近
隣
の
文
人
と
酒
宴
。
三
月
一
日
（
雨
）
同
じ
宿
に
逗
留
。
近
隣
の
氏
神
・
和
田
岬
。
三
月
二
日
（
晴
）
湊
川
・
生
田
神
社
・
砂
山
・
布
引
の
滝
・
垂
髪
少
女
の
塚
・
ち
ぬ
男
の
塚
・
さ
ゝ
だ
男
の
塚
・
む
は
ら
住
吉
・
御
影
の
浜
・
芦
屋
の
里
・
黄
金
塚
・
打
出
の
浜
。
西
宮
に
宿
泊
。
別
路
や
げ
に
こ
ゝ
ろ
よ
る
い
と
ざ
く
ら
・
い
ろ
か
へ
ぬ
言
葉
の
花
を
ち
ぎ
り
に
て
又
め
ぐ
り
あ
ふ
春
ぞ
あ
る
べ
き
・
千
代
を
つ
め
六
十
あ
ま
り
の
花
の
ゆ
き
・
津
の
国
の
な
に
は
か
く
れ
ぬ
言
の
葉
の
花
に
も
法
の
ひ
か
り
を
ぞ
し
る
・
手
を
わ
か
つ
折
し
る
色
よ
か
は
や
な
ぎ
・
山
姫
の
お
り
は
へ
さ
ら
す
名
も
し
る
し
し
ら
糸
か
く
る
ぬ
の
び
き
の
滝
・
滝
の
糸
の
よ
り
て
こ
そ
み
れ
名
に
高
き
い
さ
ご
の
山
の
お
く
を
尋
ね
て
・
天
の
河
ゆ
き
げ
し
ら
れ
つ
滝
つ
波
・
か
す
み
さ
へ
八
重
の
汐
路
を
こ
ぎ
わ
け
て
遥
に
う
か
ぶ
沖
の
と
も
ぶ
ね
・
釣
舟
や
乱
れ
し
波
の
う
は
が
す
み
・
神
垣
や
里
の
名
に
お
ふ
春
の
う
み
・
た
び
人
の
身
を
浮
海
松
に
さ
そ
は
れ
て
蘆
屋
の
里
に
な
が
れ
よ
り
け
る
三
月
三
日
（
不
明
）
今
喜
多
村
・
尼
崎
。
難
波
に
宿
泊
。
姫
桃
や
ふ
き
て
今
日
の
み
宿
の
つ
ま
・
と
ふ
宿
は
花
の
し
る
べ
に
三
千
と
せ
の
春
を
く
み
し
る
桃
の
さ
か
づ
き
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
四
一
三
月
四
日
（
不
明
）
大
坂
天
満
宮
・
玉
造
・
八
尾
・
地
蔵
堂
・
栢
振
村
・
西
郡
村
・
若
江
・
木
村
重
成
の
碑
・
山
口
侯
墓
・
花
園
の
里
・
吉
田
の
里
。
松
原
村
に
宿
泊
。
名
ぞ
残
る
主
は
む
か
し
の
春
の
雪
・
春
の
い
ろ
に
心
入
に
し
う
た
ぶ
く
ろ
か
は
づ
や
は
な
の
折
を
し
る
ら
ん
・
流
れ
藻
や
若
葉
も
水
の
浅
み
ど
り
三
月
五
日
（
晴
の
ち
雨
）
小
倉
の
峯
・
龍
田
・
立
田
川
・
法
隆
寺
・
聖
徳
太
子
の
駒
塚
・
小
泉
・
豊
楽
。
郡
山
に
宿
泊
。
木
の
間
も
る
春
風
さ
む
き
お
く
山
の
さ
く
ら
は
雪
を
な
ほ
の
こ
し
け
り
・
枝
か
は
す
さ
く
ら
に
松
の
ひ
ま
み
え
て
緑
に
ま
じ
る
は
な
の
し
ら
く
も
・
松
や
け
ふ
み
ど
り
か
く
ろ
ふ
花
盛
・
わ
け
い
る
や
人
も
尾
越
の
桜
が
り
・
山
吹
の
花
の
八
重
垣
ふ
る
さ
と
を
へ
だ
て
ゝ
咲
け
る
い
ろ
に
ぞ
有
け
る
・
旅
人
の
ひ
ま
な
く
わ
た
る
川
橋
は
か
ゝ
る
か
す
み
も
な
か
や
絶
え
な
ん
・
打
霞
む
こ
の
め
も
春
の
こ
ず
ゑ
よ
り
い
ろ
そ
ふ
秋
や
か
け
て
待
つ
ら
ん
・
雨
ふ
く
む
竹
や
豊
楽
の
春
の
こ
ゑ
三
月
六
日
（
雨
の
ち
晴
）
薬
師
寺
・
仏
足
石
・
招
提
寺
・
戒
壇
の
御
堂
・
尼
ケ
辻
の
里
・
興
福
寺
・
東
大
寺
・
大
仏
堂
・
若
草
山
・
春
日
大
社
・
猿
沢
の
池
・
元
興
寺
・
お
び
と
き
・
地
蔵
菩
薩
・
在
原
寺
・
石
上
神
社
・
布
留
の
鳥
居
・
丹
波
市
。
柳
本
の
里
に
宿
泊
。
引
虹
の
あ
ら
た
に
晴
ぬ
今
朝
の
雨
・
御
仏
の
ふ
み
お
く
跡
を
見
る
か
ら
に
む
す
ぶ
え
に
し
の
の
ち
ぞ
頼
も
し
・
消
え
ぬ
跡
を
今
水
ぐ
き
や
代
々
の
春
・
こ
ゝ
ろ
あ
れ
や
古
ぬ
る
寺
も
と
ふ
人
の
ふ
む
跡
の
こ
す
庭
の
は
る
さ
め
・
い
に
し
へ
を
残
す
さ
か
り
や
八
重
桜
・
か
つ
ち
れ
ば
咲
く
桜
あ
る
木
蔭
か
な
・
木
の
本
の
雪
と
は
み
れ
ど
ふ
む
ひ
と
の
跡
な
き
に
こ
そ
は
な
と
知
ら
る
れ
・
若
草
の
名
に
お
ふ
山
や
あ
さ
み
ど
り
・
う
ち
な
び
く
か
す
み
の
ひ
ま
も
若
草
の
み
ど
り
に
つ
ゞ
く
春
日
野
の
は
ら
・
水
に
か
げ
残
す
玉
藻
が
た
ま
や
な
ぎ
・
古
塚
や
は
る
か
に
あ
ふ
ぐ
春
日
か
げ
・
小
薄
や
い
づ
ら
一
む
ら
ゆ
ふ
が
す
み
・
ゆ
ふ
が
す
み
い
か
に
へ
だ
て
ゝ
石
上
布
留
の
や
し
ろ
を
よ
そ
に
な
し
け
る
・
ま
く
ら
ゆ
ふ
草
さ
へ
お
な
じ
緑
な
る
や
な
ぎ
が
も
と
に
か
り
ね
を
ぞ
す
る
三
月
七
日
（
晴
）
穴
師
・
巻
向
山
・
檜
原
山
・
三
輪
の
里
・
三
輪
神
社
・
し
る
し
の
杉
・
茶
臼
山
・
初
瀬
の
里
・
初
瀬
寺
・
化
粧
坂
・
灰
原
の
里
・
大
野
村
・
弥
勒
岩
・
三
本
松
に
宿
泊
。
風
わ
た
る
穴
師
の
檜
原
く
も
り
な
く
こ
ず
ゑ
わ
か
る
ゝ
は
る
の
あ
け
ぼ
の
・
た
ち
つ
ゞ
く
里
の
け
ぶ
り
に
あ
け
わ
た
る
し
る
し
を
そ
れ
と
み
わ
の
山
本
・
さ
し
の
ぼ
る
山
の
ど
か
な
る
朝
日
か
げ
あ
ふ
ぐ
も
高
き
三
輪
の
か
み
す
ぎ
・
道
分
け
て
あ
へ
る
子
や
た
れ
春
が
す
み
・
今
日
ぞ
見
つ
さ
か
り
名
に
お
ふ
花
の
国
・
松
の
色
や
は
な
も
一
し
ほ
初
瀬
山
・
は
る
ふ
か
き
し
る
し
を
三
輪
の
山
か
づ
ら
霞
を
か
け
し
み
ね
の
あ
け
ぼ
の
・
小
山
田
や
花
せ
き
い
る
る
は
る
の
み
づ
・
な
ほ
わ
け
ん
山
の
か
ひ
あ
る
花
の
お
く
・
道
も
な
し
露
の
み
む
す
ぶ
春
の
草
・
し
た
ぶ
し
や
柳
に
つ
ゞ
く
松
の
か
げ
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
四
二
旅
の
途
中
面
会
し
た
人
物
で
名
前
が
記
さ
れ
る
の
は
、『
初
午
の
日
記
』
の
際
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
龍
草
廬
一
名
で
あ
る
。
旅
程
自
体
が
『
初
午
の
日
記
』
の
旅
の
六
十
八
日
間
に
対
し
て
二
十
六
日
間
と
短
い
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
五
十
歳
を
越
え
た
麗
女
の
体
力
及
び
気
力
の
衰
え
も
関
係
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
『
後
午
の
日
記
』
の
旅
は
、『
初
午
の
日
記
』
の
旅
と
は
異
な
り
、
文
人
と
の
交
流
を
目
的
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
道
中
で
詠
ま
れ
た
和
歌
は
五
十
首
、
発
句
は
七
十
一
句
。
漢
詩
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。『
初
午
の
日
記
』
の
際
に
は
和
歌
が
最
多
で
、
次
い
で
漢
詩
が
多
く
、
発
句
は
少
な
か
っ
た
が
、『
後
午
の
日
記
』
の
際
に
は
発
句
が
最
も
多
く
な
り
、
漢
詩
は
収
載
さ
れ
て
い
三
月
八
日
（
晴
の
ち
雨
）
長
瀬
・
七
見
峠
。
伊
賀
の
国
伊
勢
路
に
宿
泊
。
散
る
花
に
見
よ
仙
人
の
や
ど
の
ゆ
き
・
世
を
避
け
て
誰
す
む
里
ぞ
桃
の
か
げ
・
桃
さ
く
ら
つ
ゞ
く
な
が
め
の
は
る
の
山
み
や
こ
の
外
も
に
し
き
を
ぞ
は
る
・
賎
が
屋
も
花
み
て
く
ら
す
は
る
な
れ
や
梅
よ
り
つ
ゞ
く
の
き
の
つ
ま
な
し
・
来
る
人
や
か
す
ま
で
絶
え
ぬ
曲
折
・
分
け
行
く
や
か
す
み
も
い
く
重
幾
枝
折
・
明
け
ば
と
く
い
り
た
つ
道
を
し
ら
せ
つ
ゝ
今
宵
も
里
の
名
さ
へ
む
つ
ま
し
三
月
九
日
（
晴
の
ち
雨
）
青
山
・
小
倭
。
波
多
に
宿
泊
。
松
は
あ
れ
ど
ま
づ
し
る
人
や
山
桜
・
国
か
は
り
流
か
は
る
や
春
の
み
づ
・
い
る
山
も
奥
あ
る
花
の
枝
折
か
な
・
か
つ
も
ゆ
る
草
を
焼
野
の
し
る
し
哉
・
岩
根
ふ
む
山
や
か
さ
な
る
雲
か
す
み
・
心
の
み
世
に
か
よ
ひ
け
り
岩
が
ね
の
こ
り
し
く
や
ま
は
ふ
み
な
ら
せ
ど
も
・
春
来
て
も
花
な
き
や
ま
は
う
ぐ
ひ
す
も
住
み
う
か
れ
て
や
里
に
い
で
け
ん
・
旅
人
の
ふ
み
な
ら
し
け
る
お
く
や
ま
を
道
し
あ
る
世
の
ほ
か
と
や
は
見
る
・
雲
幾
重
望
む
さ
へ
め
も
春
の
や
ま
・
あ
か
で
の
み
詠
は
幾
日
花
ざ
か
り
・
入
る
山
や
日
々
に
あ
ら
た
に
花
桜
・
よ
せ
か
へ
る
波
の
し
ら
す
は
か
す
み
さ
へ
な
が
れ
て
は
や
き
川
風
ぞ
吹
く
・
な
び
き
あ
ふ
木
の
間
に
見
え
て
旅
び
と
の
笠
の
は
つ
か
に
道
つ
ゞ
く
ら
し
三
月
一
〇
日
（
雨
の
ち
晴
）
松
阪
・
毘
沙
門
寺
・
櫛
田
・
豊
宮
川
。
夜
に
帰
宅
。
さ
と
に
今
日
い
で
つ
と
み
れ
ど
足
引
の
あ
ら
し
は
た
え
ず
松
に
吹
き
け
り
・
き
の
ふ
ま
で
分
し
山
辺
を
し
ら
雲
の
あ
な
た
に
け
ふ
は
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
・
帰
る
さ
や
空
に
と
も
な
ふ
雁
の
声
・
里
は
け
ふ
春
や
あ
ら
ぬ
の
青
葉
か
な
・
雪
と
ち
る
花
や
い
づ
こ
の
山
お
ろ
し
・
吹
く
風
も
色
の
さ
か
り
や
や
な
ぎ
は
ら
荒
木
田
麗
女
の
紀
行
文
四
三
な
い
。
五
年
間
の
間
に
麗
女
の
興
味
が
漢
詩
か
ら
発
句
に
移
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
と
め
『
初
午
の
日
記
』
と
『
後
午
の
日
記
』
は
、
麗
女
の
交
友
関
係
を
知
る
好
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
、
旅
の
経
由
地
や
面
会
者
・
道
中
詠
を
表
形
式
で
ま
と
め
た
結
果
、
麗
女
が
大
坂
・
京
を
中
心
と
し
て
多
数
の
文
人
と
交
流
し
、
広
い
人
脈
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
、
道
中
で
詠
ま
れ
た
和
歌
・
発
句
・
漢
詩
の
数
を
数
え
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
安
永
六
年
か
ら
天
明
二
年
の
五
年
間
に
、
麗
女
の
漢
詩
へ
の
熱
意
が
薄
れ
、
連
歌
発
句
へ
の
関
心
が
増
し
て
い
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
以
上
、
麗
女
の
紀
行
文
二
作
の
道
程
や
面
会
者
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
が
、『
初
午
の
日
記
』・『
後
午
の
日
記
』
の
記
述
内
容
の
分
析
に
関
し
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。
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│
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